
    
 

 

 

今年度も残すところあとわずかとなりました。この一年は感染症の流行に伴い様々な活動に制限があり

ましたが、子どもたちへの食育を模索し、安全で美味しい給食の提供に努めてきました。ご理解とご協力い

ただきありがとうございました。 

今年の3月11日で東日本大震災から12年がたちました。今月の給食だよりは、災害に備えた備蓄食品を

ご紹介します。日本は地震だけではなく、積雪や風水害などの自然災害が頻発しています。そのため、普段

から無理なく災害に備えて食品の備蓄をしていくことが大切です。公設公営保育園の備蓄食品と、ご家庭

での備えを紹介していきます。 

 

公設公営保育園の備蓄食品 

 各園では、1日 4食（朝昼晩とおやつ）を、3日分、全園児と職員分の備蓄食品と、アレルギーに対応した 

クッキーやアルファ化米を常備しています。 

 これら備蓄食品のほか、簡易トイレや衛生用品、使い捨て食器なども備蓄しています。 

 

家庭で取り組む食品の備蓄 3日分～1週間分のご用意を！ 

 過去の災害を振り返ると、災害発生後支援物資が各家庭に届くまで3日、スーパーなどで食品を買えるよ

うになるまで 1週間程度かかると考えられています。そのため、災害に備えた食品の備蓄は、最低 3日分、

できれば 1週間分を人数分用意しておくことが望ましいとされています。 

 これを機にご家庭の備蓄食品を見直してみてはいかがでしょうか。 

 右ページにはおすすめの備蓄食品や食品以外の備蓄品についてまとめました。ご家庭にある備蓄品の整

理や、新しく備蓄品を購入する際に参考にしてみてください。 

 

食品以外のおすすめ備蓄品 

 

3L×同居家族人数 
×備蓄日数 

＝必要な水の量 
 

たとえば、3人家族で 
3日分の備蓄をすると 
3L×3人×3日＝27L 

必需品 

おすすめ備蓄食品 

水（一人一日あたり 3L） 

無洗米 
缶詰 

（トマト缶・さば
缶・コーンビーフ 
ツナ缶など） 

 

レトルト食品 
（パスタソース
カレーなど） 

 

カップめん 乾物 
（切り干し大根 
高野豆腐 
わかめなど） 

野菜ジュース 

ベビーフード 
粉ミルク 
液体ミルク 

カセットコンロ 
カセットボンベ 

ポリ袋 ラップ 
アルミホイル 

除菌スプレー 

除菌シート 

キッチンペーパ

災害時用トイレ 
おむつ 

保育園の備蓄食品 

令和 5年（２０２3年）3月 

八王子市子どもの教育・保育推進課 

栄養士 

給食だより 

無洗米 
アルファ化米 

缶詰、フリーズドライ食品 
レトルト食品 
その他おやつ 

野菜ジュース 長期保存水 

(飲用・調理用) 

0歳児用 
液体ミルク、 
ベビーフード 
(0歳児を預かっ
ている園のみ) 

 

0 歳のこどもがいるご家庭は、こどもの月齢

に合ったベビーフード・ミルクの備蓄があると

安心です。 

家庭でのおすすめ備蓄品 

 
わりばし、紙皿、紙コップなども 

あるといいですね。 


